
このままでいいの？（いいわけがない！） 

  

世界経済フォーラム（WEF）は 2006 年から世界各国の男女格差の状況をジェンダーギャップ指数としてあらわし、ラ

ンキング付けして毎年発表しています。7 月には 2022 年版が発表されましたが、日本は世界 146 カ国中 116 位でし

た。昨年は 120 位でしたから順位が上がった？と思われますが、 よく見ると調査対象国が 10 カ国減っており、指数を

みると下がっています。下表は 4 分野のジェンダーギャップ指数・順位を大まかにまとめたものです 

日本は政治・経済分野で格差が大きいことがわかります。政治分野では議員や閣僚の数が少なく、女性元首も登場

していません。経済分野では、前年より労働力比率が落ちています。日本ばかりではありませんが、新型コロナの感染拡

大が女性の就労に、より大きく影響したためといわれます。 

日本はこの低レベルをいつまで続けていくのでしょうか。政治や経済分野での女性の活躍の環境を整える動きを、加

速させていく必要があります。 
 世界のランキング  

1 アイスランド ２フィンランド   

３ノルウェー  ４ニュージーランド   

５スウェーデン ６ルワンダ  

７ニカラグア  ８ナミビア  

９アイルランド 10 ドイツ 

＊15 フランス･･･22 イギリス･･25 カナダ･･･ 

27 アメリカ･･･････99 韓国･･102 中国････ 

116 日 本 ･ ･ ･ ･ 146 ア フ ガ ニ ス タ ン          

＊指数は男女格差がなければ 1.000 となります。 

 

◆男性の育休取得を促すために 始まる    

 

出生から 1 歳になる     出生から８週までの間に最⾧ 4 週間 2 回まで分割して取得できる 

までの間に原則 1 度  ⇒⇒  産後パパ育休創設。さらに 8 週以降 1 歳までの間に通常の育休を 

だけ育休所得可能      ２回に分けて取得可能。合わせれば最大で４回に分けて取得可能          
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分野（対象項目） 2022 年報告 2021 年報告 

指数 順位 指数 順位 

政治（女性議員比率・女性閣

僚比率・女性元首在任） 

0.061 139 0.061 147 

経済（労働力比率・賃金格差・

所得格差・管理職比率他） 

0.564 121 0.604 117 

教育（識字率・初等教育・中等

教育他） 

1.000 1 0.983 92 

健康（出生性比率・平均寿命） 0.973 63 0.973 65 

総合 0.650 116 0.656 120 

調査対象国数 146 カ国 156 カ国 



講演会報告           

あびこ女性会議は,６月 25 日に市と共催で、元川村学園女子大学教授の柚木理子さんを講師に

迎え講演会を実施しました。ＳＤＧｓやジェンダー平等の掛け声が聞こえますが、実社会ではどの世

代を見ても生きにくさを感じているのではないか。その生きにくさの背景を探り、いくつになっても「自

分らしく生きる」ためのヒントをお話しいただきました。  

 

始めに男女共同参画の時代はどう進んできたのか

を簡単に振り返ってみます。男女平等、女性の地位

向上へと社会は動いてきましたが、女性はつらい大

変だと言うことになり､やがて女性がつらいなら男

性もつらいよということになりました。なぜなのか、

社会的に､文化的に､歴史的に形成された性別（ジェ

ンダー）にとらわれていたからです。形成されてき

たものなら作り変えることができるはず。作られた

制度や慣習に困っているなら見直していこうとな

りました。そして 1999 年男女共同参画社会基本法

が制定されました。この法律の目標は｢性別による

偏りのない社会システムの構築」です。性別にかか

わらず個人の能力が発揮できる社会をつくってい

こうという未来指向型の法律なのです。 

 

それから 20 年たった日本の現状はどうでしょう。

ジェンダーギャップ指数をみると世界の国々と比

較して日本はいつも低レベルです。特に経済､政治

分野のランクは低く、この分野で女性が活躍できて

いないのです。つまり指導的、意志決定の場に関与

する 

女性が少ない､女性のニーズが政策に反映できない､

政治･経済の意志決定を男性しかも固定的性別役割

分業観の強い年配男性が握っている。これが日本の

現状です。 

政治・経済分野の問題を克服するための意見を学生

に聞いてみました。 

◇若いうちからジェンダー教育を受ける機会がな

いため実態も知らない。 

◇インターンシップに参加し議会を傍聴したこと

があるが、女性議員が少ないのは勿論だが、女性を

軽視するような発言をする男性議員がいたことに

驚いた。 

◇若い人がジェンダーについて学び育つことが必

要。と、若者からはいろいろ意見が出てきます。大

人たちはこういう意見をどうするのか。潰して閉塞

感を持ち続けるのでしょうか。 

 

｢男の子は男の子らしく､女の子は女の子らしく育

てるべき」と考える人の割合をみると減ってきてい

るが、いまだに多い（2014 年、女性 40.4％、男性

64.1％）。 

誕生からあるいは生まれる前から、男の子と女の子

は期待されるものが違い､与えられるものが違いま

す。学校(教育）、就職(職業選択）、結婚(相手選び)

などの自己形成、成長の過程で、男の子、女の子に

ジェンダー化されていきます。職業選択でも女性が

断続的キャリア形成、非正規雇用を余儀なくされた

り、男性職・女性職があったり、管理職者は男性が

多くを占めるなどの問題があり､男女の賃金格差に

もつながるのです。 



 

若者（13歳～29歳）の家族についての意識調査（平

成 30 年度）をみると、◇自己肯定感が低く、◇親か

ら大切されていると思えず、◇お父さん・お母さん

はあまり生き方の手本にならない、といった意識が

浮かんできます。 

家族の姿も大きく変化しています。単独世帯が全世

帯の 38.0％（2020 年）と増加しています。妻が 64

歳以下の家庭では共働き世帯が 72％（このうち妻パ

ート42％,フルタイム30％）と主流になっています。 

女性が職業を持つことに対する意識も変化し､｢子

どもができてもずっと職業を続ける方が良いと思

う」が、男女とも 6 割前後まで増えています（2019

年）。 

しかし無償労働時間の男女差をみると、女性 224 分

男性 41 分と､女性は男性の 5.5 倍（週全体平均・１

日あたり）となっています。欧米では 1.6 倍程度で

あり、その差は大きい。一方日本の男性は働き過ぎ

で、有償労働に大部分の時間がとられてしまってい

ます。 

このような夫婦からみた家族関係は､◇共働き世帯

が主流､◇家事労働の女性への偏りが大きい。これ

では,良好な夫婦関係を築くことが難しいのでは？ 

 

 

人生 100 年時代を迎え、日本の家族や人々の人生は

多様化し、社会には課題が山積しています。超少子

高齢化､単身社会､孤立､「家族だのみ」の日本型福祉

社会も限界､家族が立ちゆかない､育児､介護､貧困

…。今後、男女共同参画を進めるには､こうしたこと

を念頭において幅広い分野で制度・政策を点検し見

直していく必要があると「令和 4年版男女共同参画

白書」にも述べられています。 

これからの人生「いくつになっても自分は自分」と

して生きていくためには、次のようなことが大切で

はないでしょうか。 

◇ケア⇒一人では生きていけない、生きていけなく

なる人に手を貸す 

◇血縁をベースとした家族⇒地域とのつながり、社

会関係資本を豊かに 

◇ひとりでもがんばるけれど助け合っていこう

よ！ ゆるい支えあい、依存し合えるような社会の

在り方 

◇老いる自分を受け入れる。できなくなることを認

め､助けてもらい、必要があれば手を貸せるところ

は提供する。 

 
 
そして最後に私からの提案です。 

「ハニカムな“私”で sustainable（持続可能）な人生を！」  

家庭での役割、仕事、学習、地域活動、趣味などいろいろな側面をハニカムにもった 

生活を心がけてはいかがでしょう。  

（注：ハニカムとは、ミツバチの巣の構造のこと。巣の六角形が集まった形状は無駄なく頑丈といわれる）  

そしてジェンダーのアンコンシャスバイアス（無意識の思い込み、偏見）にご用心！  

人にかぶせないで自分も解き放されて。                       （佐竹記） 

                                                    

 

あびこ女性会議は、誰もが自分らしく生きられる社会を目指して活動している市民グループです｡ 

ご一緒に活動しませんか。              問合せ： 04-7139-6219 佐竹 



 

イラスト・デザイン工房を主宰する櫻井麻紀子さんの登場です。櫻井さんは

「市民のチカラまつり」「親子の日」「湖北をみんなで楽しみ隊」など､おとなも

子どももわくわくするようなデザインで地域おこしにも関わっています。 

取手で生まれて､３歳で我孫子市に転入。結婚して１年だけ埼玉県の三郷に

住みましたが、保育園の関係で待機児童ゼロの我孫子に戻ってきました。 

今は、夜は仕事をしない、効率を上げて自分や家族の時間を充実させていきたいと言う櫻井さん。 

大好きなことを仕事にして、仕事では旧姓櫻井を使っているが困ることもあると、夫婦別姓制度にも少し関心があ

るということでした。                                                 （柳川記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

――６年生と１年生のお子さんがいらっしゃいますが、ご自宅でのお仕事は？ 

 子どもが小さい頃は体が弱くて熱を出したり、そのたびに保育園を休ませていました。そうすると昼間仕

事ができなくて、家族が寝てから徹夜で仕事をしたことは何度もあります。 

 こんなに休むなら保育園やめさせて夜仕事をしようと思ったんです。それが顔に出ていたらしくて、保育

園の先生に、必ずこのトンネルは抜けるから、子どもは丈夫になるから頑張ってと励まされて続けられまし

た。卒園したときは自分が卒園するみたいで一番泣きましたね。 

 

――お仕事のきっかけは？ 

 小さいころからずっと絵を描いているような子どもで、小学校の時は友達と雑誌を作って回覧したり。大

学在学中から絵を描く機会が多く、卒業後はＯＬとかいろんな仕事をやりながら、フリーでイラストや版下

の仕事をしていたんです。機会があって 2008 年にヌック・コミュニケーションズに入社しました。ヌック

では地域を紹介する本を作っていてその取材で夫と知り合ったんです。結婚後も通っていたんですが、2012

年、我孫子に戻った翌々年に独立しました。今もヌックさんからお仕事をいただけることがあり、ご縁が続

いています。                             

 

――イラストの発想はどこから？ 

 家族です。父が寅年、私も寅年で、大学の時から父をモデルに「のぶ寅」という「トラ人間」を描いてい

ました。身近にいる人間をキャラにしたくなるんです。息子も寅年なので「ちび寅」。のぶ寅とちび寅で今

年（寅年）のカレンダーを作りました。趣味で絵本も書いています。下の子が生まれた時、上の子がちょっ

と不安定になったので、ちび寅はいつもキミと一緒だよと上の子のために作りました。 

 

――お仕事で一番大切にしていることは？ 

 明るさです。例えば市民のチカラまつりのチラシでは、入れてほしいという絵を目立たせ、文字をわかり

やすく入れていく。絵を引き立たせるために補色とか合う色、かつ明るくて目にはいってくる色をとか考え

ます。一番言いたいことを目立たせることが大事だと思います。 

 

 

 

我孫子で生きる女性たち その１０ 

四つ葉堂[イラスト・DTP デザイン・記事作成] 


